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①〜③、⑤、⑥浸水の深さ

⑦浸水の深さ

第 2章
　風水害に備える
●大阪市は水害に弱い地形

●大きな被害をもたらす台風や集中豪雨

●想定される水害

大阪市には多くの川があり、江戸時代には「浪華八百八橋」と呼ばれるなど水の都として発展
してきました。弥生時代まで遡ると、現在の市域の半分まで海が広がり、内陸部でも湖が広がっ
ていました。このような成り立ちから、市街地の多くが低地で水害に弱い地形といえます。

大阪市で想定されている水害は、河川氾濫、内水氾濫、 高潮、津波の4種類です。

台風は、７月から１０月にかけて日本に接近・上陸するものが多く、強い風とともに広い範囲
に長時間にわたって大雨を降らせます。また、台風が接近して気圧が低くなると海面が持ち上
がり、さらに強風によって海水が海岸に吹き寄せられて海面が高くなる高潮が発生します。
そのほか、近年では、限られた地域で短時間に降る、いわゆるゲリラ豪
雨や数時間にわたってほぼ同じ場所に雨が降り続ける線状降水帯による
浸水被害が多発しています。
ゲリラ豪雨は集中豪雨をもたらす積乱雲（入道雲）が短時間で急激に発
達することで突発的に大雨が降り、線状降水帯は積乱雲が次々と発生し
列をなして線状に伸びることで長時間大雨が降ります。
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河川水位が堤防より高くなったときや、堤防が壊れたときに河川の水
が市街地などに流れ込む水害です。
台風や発達した低気圧が通過するとき、海水面（潮位）が大きく上昇
する水害です。
市街地に降った雨が下水道などから排水することができずにあふれ、
建物や土地・道路が水に浸かってしまう水害です。内水とは、下水道
のポンプによる排水がなければ、降雨を河川へ排水できない地域の雨
水のことです。

（7ページ参照）

　　　　　河川氾濫…

高潮氾濫………………

内水氾濫………………

★津波……………………
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1 淀川が氾濫した場合

5 大川・堂島川・安治川・土佐堀川・
木津川・尻無川が氾濫した場合

6 高潮が発生した場合

7 内水氾濫した場合

2 大和川・東除川・西除川・
石川が氾濫した場合

3 神崎川・天竺川・高川・
安威川が氾濫した場合

4 寝屋川・第二寝屋川・平野川・
平野川分水路・古川が氾濫した場合

詳しくは、危機管理室ホームページ https://www.city.osaka.lg.jp/kikikanrishitsu/
page/0000299877.html/をご覧ください。
「水害ハザードマップ」は、大阪市危機管理室（市役所５階）または区役所で配布しています。

都市型水害の特徴
大都市ではアスファルトで固められた部分が多く、大
量の雨水が一気に下水道へ流れ込み、排水の処理能
力を超えマンホールや側溝から地上にあふれ、地下街
や地下室を襲う災害も起こっています。
地下にいるときは、安全と思い込まず、雨の降り方や
降っている時間に気をつけ、外で何が起きているのか
を把握するようにしましょう。
階段を流れ落ちる水の勢いは強く、地上への避難は
困難になりますので、地下への浸水が予想されるとき
には早めに避難しましょう。

地下室では、
外の様子が

わかりま
せん！

冠水すると
電灯が
消えます。

エレベーターは
　使えません。

地上が冠水すると
一気に水が

流れ込んできます。

水
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なにわはっぴゃくやばし


